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 A lot of springs pour into the Nogawa River along the cliff line of 
the Musashino plateau in areas such as Koganei City. There is a fear 
of deterioration of the aqueous environment in recent years. It is 
necessary to maintain a sound aqueous environment and to grasp the 
reality of the aqueous environment. Thurs, I have characterized the 























































濃度の関係を以下図 3,4 に示す． 
 
 









































また,図 4 をみると，2016 年の高水期に 4
湧水とも増加している．2016 年の高水期後，
S 湧水は 2016 年の低水期と同じ数値付近
まで減少したが，A，T，N 湧水は減少して


















     図 5  自然界の窒素循環 
 
窒素循環を式で示す． 
  生分解     CO(NH₂)₂＋H₂O→
2NH₃＋CO₂ 
  硝化（酸化）  NH₃＋(3/2)O₂→NO₂
＋H₂O＋H⁺ 
          NO₂＋(1/2)O₂→NO
₃⁻ 








  また対象地域の地質分布を図 7 に示す．








  図 7  対象地域の地質分布 
 
4  結論 
硝酸濃度分布の要因については，脱窒が考
えられる．硝酸濃度分布が A，T 湧水に比
べて N，S 湧水が低いのは，脱窒が生じや
すい粘土層があるためであると考えられる．
また，高水期に増加し，低水期には減少する
傾向は流量増加期にはローム層の硝化され
た NO₃⁻の洗脱により流出し， 流量減水期
には地下水中の脱窒による減少，また，降雨
によって地面に浸透した水が，土壌中にあ
る硝酸を押し出し地下水，中間流として流
出するためと推定される． 
 湧水・地下水質調査の結果の中から，硝酸
帯窒素の水質環境基準(10ppm)の超過率に
ついて図 4 に示しており，環境中への窒素
負荷が大きいことが示唆される． 
 日本各地の湧水や地下水，河川水等に含
まれている NO₃⁻の起源には，降水による
自然由来のもの，農耕地への施肥や畜産，家
庭排水などの人為的な起源に加え，地質条
件などが関与しているため，土地利用の変
化などにより容易に環境が異なってしまう
ことが分かる．将来を見据えた開発をおこ
なうことが必要である一方で，継続的な水
質調査の実施も重要である． 
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